
印
度
學
佛
敏
學
研
究
第
三
十
七
雀
第
二
號

平
成
元
年
三
月

二
六
○

『
観
心
略
要
集

』
成

立
考

(末
)

西

村

周

紹

『観
心
略
要
集
』
は
、
『
往
生
要
集
』
と
と
も
に
恵
心
僧
都
源

信

の

浄
土
教

に
お
け
る
二
大
名
著
と
し
て
取
り
扱
わ

れ

て
き

た
。
し
か
る

に
、
近
年
田
村
芳
朗
氏
、
奈
良
弘
元
氏
、
末
木
文
美
士
氏
が
、
そ
れ
ぞ

れ
異

つ
た
理
由
か
ら
偽
撰
説
を
主
張
さ
れ
た
が
、

い
ず
れ
も
偽
撰
の
決

定
を
み
る
に
至

っ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
筆
者
は
、
本
書

の
成
立
問
題
に
関
し
て
文
献
学
的
、
思
想

史
的
方
面
か
ら
、
多
角
的
総
合
的
研
究
を
試
み
、
昨
昭
和
六
十
二
年
天

台
宗
教
学
大
会

に

お

い
て
、
『
観
心
略
要
集
』
成
立
考

(本
)
と
題
し

(1
)

て
発
表
し
、
遂

に
、
本
書
偽
撰

の
決
定
的
根
拠
を
明
ら
か
に
し
た
。

今
回
は
、
本
書
は
、

一
体
、

い
つ
(撰
時
)
、
誰
が

(撰
者
)
、
何
の
た

め
に

(撰
述
の
意
図
)
著
わ
さ
れ
た
も

の
か
を
見
究
め
た
い
。

二

撰
時

に
つ
い
て

本
書

の
撰
時
に
つ
い
て
は
、
本
書
が
偽
撰
と
決
定
し
た
以
上
、
従
来

の
資
料
か
ら
考
え
れ
ば
、
源
信
示
寂

(
一
〇

一
七
)
の
寛
仁
元

年

六
月

十
日
以
降
、
長
西

(
一
一
八
四
-
一
二
六
三
)
編

の

『
浄
土
依
愚
経
論

章

疏
目
録
』
成
立
ま
で
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ

で
は
上
下
の
間
に
二
世

紀
半
の
距
た
り
が
あ

つ
て
、
余
り
に
も
漠
然
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ

れ
を
縮
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
先
づ
本
書
成
立
の
下
限
を
探
る
手
掛
り
と
な

る

資

料

に

『
妙
行
心
要
集
』
が
あ
る
。
『
妙
行
心
要
集
』

に
は
、
『観
心
略
要
集
』

よ
り
、
さ
ら
に

一
歩
進
ん
だ
念
仏
思
想
が
見
ら
れ
る

の

で
、
『妙
行
心

要
集
』
の
方
が
、
『
観
心
略
要
集
』
よ
り
も
、

少
し
後
に
成

立

し
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
見
解
は
、
す
で
に
、
佐
藤
哲
英
氏
、
末
木
文
美
士
氏

等
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

両
者
を
比
較
検
討
し
た
結
果
、
左
記
の
よ
う
な
類
似
個
所
が
見
付
か

っ
た
。

(2
)

(
観

心

略

要

集

第

四

)

ヲ

シ

ヒ

タ
ル

ノ

ヲ

モ

タ

ニ

一
者

生

滅

無

常
。

旦
暮

難

測
。

縦

得

二
八

十

年

寿

一人
。

連
持

未

足

二
三

万

日

叩

ル
ニ

ノ

ノ

ノ

ニ

ナ
リ

ス
ル

ク

計
二其

一
期
間

日
数
叩
練

二
万

八
千
余
日

也
。

日
月
奔
走

如

シ
策
二
駿
馬

一盛

-672-



ハ

キ

テ

ク

ノ

ソ

テ

ヲ

ト

ス

ル

ユ

ヲ

ニ

ェ

カ

ハ

エ

ユ

ン

年
半
過

余
算
幾

程
。
栴
陀
羅
駆
レ
羊
令

至
二
屠
所

叩
歩
歩
近

二死
地
叩
斯
有
ニ

ノ

シ

キ

カ

ノ

テ

ヲ

ン
ト

ス
ル

ニ

ヲ

ノ

ケ

チ

ク

ケ

リ

何
少

楽
叩
無
常
栴

陀
羅
。

駆
レ
我
令
レ
至
二
火
血
刀
屠
所

叩
日
暮
夜

明

将
近
二
死

ユ

ソ

ン

ヤ

テ

ノ

キ

ニ

レ

セ

ス

ル

ノ

ヲ

ヲ

ノ

地

叩
何
不
下
驚
二
於
生
涯
之
易
ワ暮
。

而
修
中
解

二脱

生

死

一之
善
根
上
劫
初
無
量

ナ

ル

ス
ラ

ヲ

リ

ノ

ニ

ヤ

ノ

ノ

テ
ヤ

ハ

リ

ニ

ハ

ル

モ

ト

歳
。

猶

有

二
滅

尽

期

殉何

況
今

世

泡

沫

之

命

乎
。

昨

誇

一紅

顔

幻今

為

二
白

骨

叩

タ

ノ

ノ

リ

ヲ

ノ

ニ

ス

ヲ

ノ

ス
ル

ヲ

ケ

ト

唯

是

朝

露

之

底

貧

二
名

利

叩

夕

陽

之
前

愛

二
子
孫

二

息

出

入

是

名

二寿

命

一出

ル

セ

ヲ
ク

ト

ノ

ヲ

ク
ニ

ヌ
レ
バ

ク
ニ

ノ

シ

ノ

ヒ

ニ

ス
レ
ハ

ニ
モ

入

不
レ
通

是

名

二
命

終

噸

身

換

漸

冷

如

レ
木

無

レ
覚
。

心

燈

忽

滅

万
劫

不
レ

ラ

ノ

ニ
ハ

ニ
メ
ク

モ
ノ

ニ

ニ
テ

ラ

ヲ

ニ
メ
シ

復
。
中
有
露
路

孤
独

無
レ
伴
。

昼
夜
常
行

不
レ
知
二
辺
際
叩
深
遽

黒

闇

無
レ

ル

を

ノ

ス
ル

ニ

テ

ノ

ニ

ム

ノ

ヲ

ス
レ

有

二光
明
叩
適
生
縁
合

時
神
去
二
無
数
界
蛤
刹
那
須
奥
頃
定
二
諸
趣
生
処
刈練

生
ニ

ニ

ノ

善
処

一遂
有
二
其
終
叩

(3
)

(
妙

行

心

要

集

下

之

末

五

法

性

現

前

)

ソヤ

ノ

ノ

ヲ
ヤ

ヒ

テ

ノ

ヲ

フ
ル
ニ
ノ

ヲ

況

今
世
人
。

朝
露
命

耶
。
縦

便
有
レ
人
。
得

二
八
十
寿
叩
計
二其

日
数
叩
未
レ

ニ

足

一N三
万
噂
連
持
不
レ
幾
。

二
万
八
千

八
百
七
十
余
日
計
也
。

蝉
鱗

飛
翼
。
往
レ

ヲ

ニ

ンヤ

屠
羊
足
。

念

々
亡
レ
身
。

歩
歩
近
レ
死
。

況

老
少

不
定
。

旦

暮

難
レ
知
。

年

ヲ

ノ

ヲ

ト

ヲ

過

レ
半

人
。

残

日

為

レ
幾
。

一
息

出

入
。

是

名

二
寿
命

叩
出

入

無

レ
待
。

是

名

二命

ト

テ

ノ

テ

ヲ

ソ
テ

ノ

ヲ

ヲ

ク

メ

終

幻
設

二
他

無

常

叩
不
レ
知

二
己

天

叩
亦
悲

二他

黒

闇

天

叩
不

レ
観

二
我

然

幻
身

換

漸
冷
。

ノ

テ

チ
シ

ラ

ニ

ノ

千
歳
朽
木
。

猶
以
鮮
。

心
燈
忽
滅
。

万
劫

不
レ
還
。

而
迷
二
黒
闇
叩
一
刹
那
間
。

ニ

ノ

ヲ

神
去

二無
数
界
叩
須
輿

一
念
。
定

二
五
趣
生
処

叩
生
死
怨
家
。

大
転
輪
王
。

不
レ

ニ

ツ

タ

ス

能
二戦
勝
叩甚
可
二怖
畏
叩

(○
印
が
両
書
に
み
ら
れ
る
字
句
)

右
記

の
よ
う
に
、
両
書
に
共
通
し
て
出
て
く
る
字
が
合
計
七
十
字
も

あ
り
、
明
ら
か
に
、
『
妙
行
心
要
集
』
は

『
観
心
略
要
集
』
の
影

響

下

に
撰
述
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
西
教
寺
正
教
蔵

の
写
本

『妙
行
心
要

(4
)

集
』
の
奥
書
に
は
、

妙
行
心
要
下

寛
治
六
年
七
月
晦
日
昼
了
於
安
楽
院
円
経
房
増
覚
縛
位

の
識
語
が
み
ら
れ
る
の
で
、
『
妙
行
心
要
集
』
が
寛
治
六
年

(
一
〇
九
二
)

ま
で
に
成
立
し
て
い
る
以
上
、
『
観
心
略
要
集
』
は
そ
れ
以
前

の
成

立

と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
、
『
観
心
略
要
集
』

の
成
立
下

限

は
、
寛
治

六
年

(
一
〇
九
二
)
と
い
え
よ
う
。

次
に
、
『
観
心
略
要
集
』
成
立
の
上
限
の
手
掛
り
と
な
る
資
料

と

し

て
、
明
賢

の

『
誓
願
講
式
』
が
見
付

つ
て
き
た
。

こ
れ
は
、
先
年
、
山

田
昭
全
氏
が
、
『
日
本
仏
教
史
学
』
第
十
五
号

に
、
「明
賢
作

『誓
願
講

式
』
を
め
ぐ

つ
て
」
と
題
し
て
紹
介
さ
れ
た
新
資

料

で
あ

る
。
明
賢

(
一
〇
二
六
-
一
〇
九
八
…
?

)
は
、
横
川
戒
心
谷

の
谷
阿
閣

梨

明
賢

と
呼
ば
れ
、
当
時
、
横
川
に
は
、

一
澄
三
賢
と
尊
称
さ
れ
た
四
人
の
碩

学
が

い
た
が
、
明
賢
は
そ
の
中
の
一
人
で
、
中
で
も
彼
は
宗
義
抜
群

に

し
て
文
章
秀
逸
で
あ

つ
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
明
賢
作

『
誓
願
講

(5
)

式

』

第

三

段

中

に
、

カ
ソ
フ

ワ
ツ
カ

設
.
有
嘘
持

翻
ト
八
十
ノ
算
り
者
、
連
持

ノ
日
ヲ算
レ
ハ縷
。
二
万

八
千

八
百

七
十
余

日

也
。

況
ヤ
過
サ
ン
年
シ
半

硝者
残

ノ命
無
四幾

ハ
ガ
。

と

い
う

文

が

み

ら

れ

る
が
、

平

康

頼

は
、

『
宝
物

集

』

の
中

で
、

首
樗
厳

院
の
明
賢
阿
閣
梨

は
、
た
と
ひ
八
十

の
齢
を

た
も

つ
も
、

れ
ん
日
を

『
観
心
酪
要
集

』
成
立
考

(
末
)
(
西

村
)

一
六

一
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『
観
心
略
要
集

』
成
立
考

(
末
)
(
西

村
)

一
六
二

か
ぞ
ふ
れ
ば
二
万
八
千
余
日
、
況
や
な
か
ば
過
ぬ
る
も
の
、
い
つ
を
ま
つ
と

か
せ
ん
。

と
述
べ
て
い
る
の
で
、
『
誓
願
講
式
』
の
こ
の
文
は
、
文
章
秀
逸

で

あ

つ
た
明
賢
阿
閣
梨
の
自
作
と
考
え

ら

れ

よ
う
。

し
か
も
、
明
賢
が
、

「
二
万
八
千
八
百
七
十
余
日
也
」
と
い
っ
て
る
の
を
、
康
頼
は

「
二
万

八
千
余
日
」
と
端
数
を
省
略
し
て
引
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
類
推
す

れ
ば
、
『
観
心
略
要
集
』
の
撰
者
も
、
明
賢
自
作
と
考
え
ら

れ

る

「
六

万
八
千
八
百
七
十
余
日
也
」
を
省
略
し
て

「
二
万
八
千
余
日
也
」
と
引

用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

か
か
る
推
考
が
許
さ
れ

る

と

す

れ

ば
、
『
誓
願
講
式
』

の
成
立
年
代
は
、
『
観
心
略
要
集
』
成
立
上
限
の
年

代
と
な
る
の
で
あ
る
。
明
賢
が
四
十
才
を
過
ぎ
て

『誓
願
講
式
』
を
作

つ
た
と
す
れ
ば
、
治
暦
三
年

(
一
〇
六
七
)
以
降
の
作
と
な

る

の
で
、

治
暦
三
年
を
上
限
年
代
と
し
て
お
こ
う
。

こ
の
よ
う
に
推
考
し
て
く
る
と
、
『観
心
略
要
集
』
は
、
上
限

治

暦

三
年

(
一
〇
六
七
)
か
ら
下
限
寛
治
六
年

(
一
〇
九
二
)
ま
で
の
、
ど

の

年
に
成
立
し
た
も
の
か
。
最
後
の
謎
を
解
く
資
料
は
、
『
観
心
略
要
集
』

(
6
)

ニ

ス

序
文

の
奥
書
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
、
「干
レ時
強
國
之
載
夏
五
月
序
」
と

あ

ヒ

ノ

ト

る
が
、

こ
の

「
強
園
之
載
」
の

「強
園
」
に
は

「
丁
」
を
指

す

意

味

ヒ

ノ

ト

ミ

と
、
「
丁
巳
」
を
指
す
意
味

と
が

あ

る
。
前
者
は
、
『爾
雅
』
釈
天
に

「
太
歳
、

丁
に
在
る
を
強
園
と
日
う
」
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
「
丁
」

の
年
は
十
年
毎
に
巡

つ
て
き
て
、
上
限
、
下
限

の
間

「
丁
」
年
は
、
治

暦
三
年

(丁
未

一
〇
六
七
)
、
承

暦

元
年

(丁
巳

一
〇
七
七
)
、
寛
治
元
年

(丁
卯

一
〇
八
七
)
と
三
つ
あ

つ
て
、

い
ず
れ
か
判
然
し
な
い
し
、
又
こ

れ
で
は
、
源
信
仮
託
の
年

の
判
定

に
苦
し
い
。
『
観
心
略
要

集
』
を
よ

く
よ
く
読
む
と
、

こ
の
撰
者
は
非
常
に
良
心
的
な
人
柄
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
そ
れ
は
後
で
も
述
べ
る
が
、
源
信
に
仮
託
す
る
た
め
に
往
生

要
集
の
書
名
を
出
さ
ず
に
、
地
の
文
に
二
十
九
文
も
載
せ

て

い

な
が

ら
、
敢
て
、
釈
日
、
先
徳
日
と
し
て
往
生
要
集

の
文
を
引
く
態
度
や
、

偽
撰
仮
託
の
本
書
に
敢
て
奥
書
を
記
し
て
年
を
表
わ
そ
う
と
す
る
が
如

き
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
「強
園
之
載
」
は
、
相
当
意
味
深

い
も

の
が
あ
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
後
者
の

「
丁
已
」
を
指
す
意
味

(7
)

と
は
、
『准
南
子
』
三
、
天
文
訓
に
、

む

む

大
荒
落
之
歳
、
歳
有
二小
兵
叩
蚕
小
登
、
麦
昌
、
寂
疾
。
民
食
二
升
。
巳
在
レ

丁
日
一強
團
叩

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
り
、
こ
れ
だ
と

「
丁
已
」
は
明
ら
か
に
承
暦
元

年

(丁
巳
一
〇
七
七
)
で
あ
り
、
同
年
夏
五
月
に
成
立
し
た

こ

と

に
な

り
、
更
に
、
撰
老
は
本
書
を
源
信
が
、
寛
仁
元
年

(丁
巳
一
〇

一
七
)
夏

五
月
に
撰
述
し
た
如
く
に
仮
託
し
た
わ
け
で
あ

る
。
(源
信
は
同
年
六
月

十
日
示
寂
)
な
お
又
、
「強
園
之
載
」
と
い

つ
た
方
が
、
当
時
の
中
国
天

台
家
に
は
理
解
し
易
い
と
い
つ
た
利
点
も
あ
る

の
で
あ
る
。
(
こ
の
理
由

に
つ
い
て
は
後
述
)

三

撰
者

に
つ
い
て

本
書
の
撰
者
に
つ
い
て
は
、
『妙
行
心
要
集
』

の
撰
者
と
関
連

が

あ
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る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
、
先
づ

『
妙
行
心
要
集
』

の
撰
者
か
ら
調

べ
る
と
、
左
記
の
如
く
0
源
信
説
と
⇔
恵
快
説
と
が
あ
る
。

一
源
信
説

(1)
文
明
十
八
年

(
哨
四
八
六
)
写
、
正
教
蔵
本

(首
題

・
撰
号
)
妙
行
心
要
上

恵
心

(巻

上

末
)
妙
行
心
要
集
巻
上

二
恵
快
説

(1)
長
西

(
一
一
八
四

一
二
六
三
)
『浄
土
依
愚
経
論
章
疏
目
録
』

妙
行
心
要
集

三
巻

恵
快

(仏
全

一
・
三
四
六
b
)

(2)

『
日
本
国
天
台
宗
章
疏
目
録
』

妙
行
心
要

三
巻

慧
快

(3)

『本
朝
台
祖
撰
述
密
部
書
目
』
、
『山
家
祖
徳
撰
述
目
録
』

妙
行
心
要

安
楽
院
恵
快

右
の
よ
う
に
、
源
信
説
は
室
町
以
降

の
伝
承
で
あ
り
、
恵
快
説
は
鎌

倉
以
降

の
伝
承
と
い
え
よ
う
。
し
か
る
に
、
『
妙
行
心
要
集
』
よ

り

成

立
の
早

い

『観
心
略
要
集
』

の
偽
撰
が
決
定
し
た
の
で

あ

る

か

ら
、

『
妙
行
心
要
集
』
の
源
信
撰
述
説
は
取
る
に
足
ら
な
い
。
従

つ
て
、
安

楽
院
恵
快
説
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
恵
快
に
関
し
て

は
、
今
ま

で
何
等
の
手
掛
り
も
判
明

せ

ず
、
た
だ
、
『
妙
行
心
要
集
』

(
8
)

の
序
に
は
、

夫
観
心
乃
是
成
仏
直
道
也
。

誰
有
心
者
。

不
レ遵

二此
行

一乎
。
因

レ蝕
先
師
。

多
年
占

二居
深
洞
叩
羨
二
衡
岳
台
崖
之
虚
白

叩
尋
二
三
観

一
心
之
幽
玄

叩
予

錐
二

不
肖
叩
筍
為
二親
資
叩
夙
夜
随
逐
。
昏
暁
稟
承
。
厭
後
遺
訓
銘
レ骨
。
実
相
懸
「

心
。
縦
無
二中
的
之
功
叩
何
疑
二半
銭
之
分
叩
今
及
二暮
年
叩
傭
憶
二彙
日
叩
涙
落

神
擢
。
未
レ知
レ所
レ報
。
傍
柳
録
二旧
聞
叩
留
贈
二後
賢
叩
兼
注
二愚
厘
一敢
怜
二

添
削
叩掘
有
一二
百
二
十
条
叩名
日
二妙
行
心
要
集
叩
分
為
二三
巻
幻
各
列
二其
章
叩

篇
乱
無
レ次
。
詞
鄙
不
レ詳
。
愁
備
二結
縁
叩見
者
莫
レ
駿
焉
。

と
あ

つ
て
、
多
年
、
居
を
深
洞
に
占
め
て
い
た
先
師

に
、
風

夜

随

逐

し
、
昏
暁
に
稟
承
し
て
い
た
親
資
が
恵
快
と
考

え
ら
れ
る
。
彼
が
暮
年

に
及
び
旧
聞
を
録
し
て

一
百
二
十
条

ご
巻
に
ま
と
め
た
の
が

『
妙
行
心

要
集
』
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
恵
快
に
つ
い
て
は
、
『
長
西
録
』
を
初
め
と
す

る

諸

目
録
に
恵
快
の
名
が
み
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
調
査
に
よ

つ
て
二
名
の
恵
快
が
見
付
か

つ
た
。

一
名
は
、
曼
殊
院
蔵

『
観
音

一
印

(9
)

私
記
池
上
』

一
巻
の
奥
書
中
の

「文
治
五
年
…
…
書
了

恵
快
」
の
恵

快

で
あ
る
が
、
文
治
五
年

(
二

八
九
)
は
十
二
世
紀
末
で
あ
る
の
で
、
こ

の
恵
快
は
、
『
妙
行
心
要
集
』
の
撰
者
の
恵
快
と

は
同
名
異
人
と
い
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。
い
ま

一
人
の
恵
快
は
、
福
岡
観
世
音
寺
蔵

『
延
久
元
年

(10
)

(
一
〇
六
九
)
銘
十

一
面
観
音
像
』
の
胎
内
銘
中

に
み
ら
れ
る
六
十
数
名

の
人
物
名

の
中

の
一
人
で
あ
る
。

こ
れ

は
、
延
久
元
年

(
一
〇
六
九
)

の
記
録
な
の
で
、
『
妙
行
心
要
集
』
が
書
写
さ
れ
た
寛
治
六
年

(
一
〇
九

二
)
よ
り
二
十
三
年
以
前
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

ほ
ぼ
年
代
は
合

つ
て

い
る
。
た
だ
、

こ
の
胎
内
名
の
恵
快
と

『妙
行
心
要
集
』

の
撰
者
恵
快

と
が
同

一
人
物
で
あ
る
か
否
か
は
、
今
後

の
研
究
に
侯
た
ね
ば
な
ら
な

い
。

『
観
心
略
要
集

』
成
立
考

(末
)

(
西

村
)

一
六
三
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『
観
心
略

要
集
』
成
立
考

(
末
)
(
西

村
)

一
六
四

次
に
、
『観
心
略
要
集
』
の
撰
者
を
調
べ
る
と
、
本
書

の
序
文
に
は
、

何
等
そ
れ
ら
し
き
も
の
は
見
当
ら
ず
、
長
西
の

『浄
土
依
愚
経
論
章
疏

目
録
』
や
江
戸
時
代
の
諸
版
本
等
に
は
、
み
な
源
信
に
当
て
て
い
る
。

偽
撰
が
決
定
し
た
か
ら
に
は
、
真

の
撰
者
を
探
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ

(
1
1
)

こ
で
、
本
書
を
精
読
す
る
と
、
第
十
問
答
料
簡
の
中
に
、

む

り

む

む

巌
戸
。
夜
深

ケ
レ
ハ
只
憶

二擬

闇
之
難

ア晴
。

洞
門
。
暁
来

ラ
ハ応

レ
悦
二
慧
日
之
漸
出
叩

西
山
月
傾
ク
モ有
レ
便
レ
慕
二
満
月
之
尊
容
叩

と

述

べ

て

い
る

が
、

こ
れ

は
、

ど

う

も

撰

者

の
実

生

活

か
ら

く

る

と

こ

ろ

の
実

感

を
披

渥

し

た

も

の
と
推

察

さ

れ

る

の
で

あ

る
。

一
方
、
『妙
行
心
要
集
』
の
序
文
に
は
、
「
先
師
、
多
年
、
居
を
深
洞

む

む

む

に
占
め
、
衡
岳
台
崖
之
虚
白
を
羨
み
、
三
観

一
心
之
幽
玄
を

尋

ぬ
。
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
て
、
『
観
心
略
要
集
』
の
撰
者
も
、
『妙
行
心
要
集
』

の
撰
者

の
先
師
も
、

と
も
に
深
洞
に
居
住
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ

(
12
)

れ
ら
の
洞
と
は
洞
窟
と
い
う
意
味
も
あ
る
が
、
『
宝
物
集
』
に
は
、

シ
ユ
リ
ヤ
ウ
ゴ
ソ
イ
ン

チ
ャ
ッ
キ
ン

恵
心
院
ノ
源
信
僧
都
ノ
。
年
始
ニ
ハ
必
ズ
首
樗
厳
院
ノ
洞
ヨ
リ
出
テ
。
朝
観

ノ
行
幸
ヲ
見
給
ピ
ケ
ル
ヲ
。

と
あ
る
よ
う
に
、
洞
と
は

「
大
き
な
建
物

の
入
口
」
を
も
意
味
す
る
の

で
、
『観
心
略
要
集
』
も

『
妙
行
心
要
集
』
も
恐
ら
く
、

こ
の
意

味

で

使
わ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

か
か
る
推
考
が
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
『観
心
略
要
集
』
の
撰
者
も
、

源
信
に
仮
託
す
る
た
め
に

『
往
生
要
集
』
の
書
名
に
似
せ
て
い
る
し
、

『妙
行
心
要
集
』
の
撰
者
恵
快
も

『
観
心
略
要
集
』
の
書
名
に
似
せ
て

観
心
成
仏
の
妙
行

・
心
要
を
集
め
て
書
名
と
し
て
い
る
。
書
名
は
似
て

い
る
。
共
に
観
心
念
仏

の
書
で
あ
る
。
両
書

の
成
立
年
代
の
距
り
も
十

余
年
と
考
え
ら
れ
る
等
か
ら
、
『観
心
略
要
集
』
の
撰
者
は
、
『
妙
行
心

要
集
』

の
撰
者
、
安
楽
院
恵
快
の
師
で
は
な
い
か
と
推
考
す
る
も
の
で

あ
る
。
本
書

の
成
立
が
、
承
暦
元
年

(
一
〇
七
七
)
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、

当
時
、
叡
山

の
著
名
僧
を
み
る
と
、
仁
覚

(
一
〇
〇
四
1

一
〇
七
七
)
尋

源

(?
-
一
〇
七
七
)
広

等

(p
l

一
〇
八
○
)
仙
命

(
一
〇

一
四
-
一
〇

九
六
)
明
実

(
一
〇
二
七

一
〇
九
二
)
明
賢
(
一
〇
二
六

上

〇
九
八
…
…
)

飯
室
静

算

(九
九
七
-
一
〇
六
〇
…
…
)
永
範

(?

一
〇
六
五
…
…
)
等

が
存
在
し
、
又
、
横
川
に
は
明
賢
を
含
め
て
当
時

二

澄
三
賢
」
と
尊

称
さ
れ
た
碩
学
が
い
た
と
い
う
が
、
本
書
の
撰
者
は
こ
の
中

に
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
恵
快

の
師
は
果
し
て
誰
人
で
あ
ろ
う
か
。

四

『
観

心
略

要
集
』
撰
者

の
意

図

安
楽
院
恵
快
の
師
が
、

承
暦
元
年

(
一
〇
七
七
)
夏
五
月
に
源

信

に

仮
託
し
て
撰
述
し
た
本
書
は
、
如
何
な
る
意
図
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
考
察
す
る
た
め
に
、
先
づ
、
本
書
構
文
上

の
特
徴

を
探
ろ
う
。

(
13
)

(1)

序
文

レ

ハ

ノ

ノ

ナ

リ

ニ

コ

コ
レ

ラ

モ
ア

ト

夫
観
法
者
。
諸
仏
之
秘
要
。
衆
教
之
肝
心

也
。
故
天
台
宗
。
以

為
二規
模
殉

ニ

ヲ

ハ

メ

ス

ル

ハ

ス
ル

メ

ス

ト

心
地
観
経

日
。
能
観

レ心
者
。

究
寛
解
脱
。

不
レ能

レ観

者
。

究
寛
沈
倫

云
云

ニ

ル

ノ

ト

ト

ハ

ノ

ト

ナ

ル

コ

ト

ヲ

テ

当
レ
知
生
死
之
沈
。

与

二
不
沈

一者
。

心
性
之
観
。
与

二
不

観

一也
。

髪

世
迄
二
澆
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ユ

シ

ナ

ル

ス

ル

ノ

デ

ノ

バ

ク

メ

ヲ

ス

リ

ノ

テ

ノ

ハ

ナ

リ

ヌ

ル

季
幻
人
少

二利
根
崎
尋

二其
門

一者
。

難
レ
究
二
闘
奥

叩抱

二其
流

一者
。

祭
レ
討
二
渕

ヲ

ニ

ヤ

キ

カ

ノ

ヲ

ヤ

ク

ニ

ナ

リ

ニ

ニ

テ

源
幻何
矧
如
レ
予
。

愚
暗
之
者

乎
。

然
而
志
深
二
弘
閾
幻
思
切
二
兼
済
叩
矯
慕
二
大

ノ

ヲ

ス

カ

ン

ト

ノ

テ

チ

カ

メ

ノ

ヲ

テ

ト

師
之
観

心
叩欲

レ開

二自
他
之
慧
眼
叩
傍
柳
紗

二祖
師
釈
文
叩
名

日
二
観
心
略
要
集

叩

ノ

ヲ

テ

ス

ト

エ

ハ

ヶ

ノ

ヲ

ニ

ハ

テ

ニ

シ

ヲ

観
行

一
門
。

分
為

二十
章
叩

一

挙
二
娑
婆
界
過
失
叩

二

寄

二念
仏

一明
二
観
心

一

ニ
ハ

シ

ノ

ノ

ヲ

ニ

ハ

メ

テ

メ

ヲ

ニ

ハ

シ

ヲ

ニ

ニ

ハ

三

歎

二極
楽
依
正
徳
叩
四

辮

空

仮
中

一蕩
レ
執
。
五

釈
§
凡
聖
備

二
一
心
叩
六

ラ

シ

メ

ノ

ヲ

ニ

ハ

フ

ノ

ヲ

ニ

ハ

メ

ヲ

セ

シ

メ

ヲ

ニ

ハ

シ

メ

知
二流
転
生
死
源
殉
七

教
二
出
離
生
死
観
叩
八

修

二空
観

一行

二繊
悔
幻
九

発
二
真

ノ

ヲ

ニ

ハ

メ

ス

ヲ

ニ

ノ

ニ

ス

正
菩
提
心
幻十

問
答
料
簡
釈
レ疑
也
。
干
レ時
強
園
之
載
。
夏
五
月
序
。

右
の
序
文
か
ら
は
、
明
ら
か
に
源
信
に
仮
託
し
て

『
往
生
要
集
』
に
な

ぞ
ら
え
て
、
十
章
の
組
織
を
立
て
、
天
台
大
師

の
観
心
を
慕

つ
て
、
念

仏
に
寄

せ
て
観
心
を
明
さ
ん
と
し
て
い
る
。

い
わ
ぽ
、
本
書
に
よ

つ
て

『
往
生
要
集
』
に
み
ら
れ
な
か
っ
た
教
理
的
補
強
を
企
て
て
い
る
と
考

え
ら
れ

よ
う
。

(
14
)

(2)
本
書
第
十
問
答
料
簡
の
終
の
問
答

こ
の
問
答
で
は
、
本
書
撰
述
の
目
的
と
し
て
、
0
自
心
を
練
ら
ん
が

た
め

(自
利
)
(自)
他
人
を
誘
ん
が
た
め

(利
他
)
と
し
て
い
る
が
、

こ
れ

は
、
源
信
に
仮
託
し
た
本
書
の
表
面
上

の
目
的
と
み
た
方
が
良

い
。

(茎)
本
書

の
引
用
文

左

の
引
用
文

(六
一
部
1

一
六
六
文
)
は
、
直
接
経
論
釈

の
書
名
を
挙

げ
て

「
○
○
○
○
云

」
と
出
て
く
る
も
の
だ
け

を
採
録
し
た
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
だ
け
を
み
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
天
台
大
師

の
摩
詞
止
観

二
五
文
、
荊
渓
大
師

の
弘
決

一
九
文
が
最
多
引

用
書
で
、
中
国
浄
土
教

釈
は
五
部
八
文
に
す
ぎ
な
い
。
「
釈
云
」
「
先
徳

云
」
と
し
て

『
往
生
要

集
』
を
引
用
し
て
い
る
が
、
『
往
生
要
集
』
の
書
名
は
表
面
に
現

わ

れ

て
な
い
か
ら
、
表
面
上

の
引
用
諸
釈
書
は
、
中
国
撰
述
書
ぽ
か
り
で
あ

る
。

(5)
本
文
中
に

「
大
師
」
(四
回
)
、
「
天
台
」
(
一
回
)
と
云

つ
て

い

る

の

は
、
天
台
大
師
を
指
す
。

他
に

「
荊
渓
大
師
」
「
妙
楽
大
師
」
「
龍
樹
」

と
い
う
も
、
日
本
の
大
師
は
な
い
。

引

用

文

六

一
部

一
六
六
文

内
典

経
-
二

八
部

五
九
文

論
-
八

部

二

一文

釈
-
一

八
部

八

一
文

天

台

部

(
二
ご
部

七
三
文
)

南
岳

(
一
部

三
文
)
-
大

乗
止
観

三
文

天
台
(
五
部

三
六
文
)

法
華
玄
義
三
文

法
華
文
句
五
文

摩
詞
止
観
二
五
文

浄

名

疏
二
文

観
音
玄
義
二
文

荊
渓
(六
部
三
二
文
)

釈

籔
二
文

文
句
記
三
文

弘
決

一
九
文

止
観
大
意
二
文

止
観
義
例
二
文

金
鉾
論
四
文

(
源
信

)

(
一
部

二
文

)
・

釈

(
往
生
要
集
)
二
文

先
徳

(
(往
生
要
集
)
一
文

他

師

或
処

慈
恩
、
西
方
要
決
三
文

迦
才
、
浄
土
論

一
文

法
照

(五
会
法
事
讃
)

一
文

道
紳
、
安
楽
集

一
文

玄
枢
二
文

(
五
部

八
文
)

外
典
七
部
七
文

※
右
表
の

(

)
内
の
人
名
、
書
名
は
、
本
書
の
表
面
に
出
て
こ
な
い
文
字
で
あ
る
。

『
観
心
略
要
集
』
成
立
考

(末

)

(西

村
)

一
六
五
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『
観

心
略
要
集
』
成
立
考

(
末
)
(
西

村
)

一
六
六

(登)
外
典
を
七
部
七
文
引
用
の
他
に
、
地
の
文
に
盛
ん
に
引

用

す

る
。

(合
計

一
三
部
二
九
回
)

(亘)

『
往
生
要
集
』
を
書
名
を
出
さ
ず
に
、
三

一
回
引
用

し

て

い
る
。

(地
の
文
に
二
九
回
、
先
徳
云
一
回
、
釈
云

一
回
)

以
上
、

六
つ
の
構
文
上
の
特
徴
か
ら
、
撰
者
の
意
図
を
伺
う
と
、
中

国
天
台
家
を
非
常
に
意
識
し
、
敬
意
を
払

つ
て
い
る
し
、
『往
生
要
集
』

の
教
理
的
補
足
の
役
目
を
果
そ
う
と
し
て
い
る
か
に
み
え
る
。
中
国
側

か
ら
何
か

『
往
生
要
集
』
批
判
が
あ

つ
た
の
だ
ろ
う
か
と

推

察

す

る

に
、
そ
れ
が
充
分
有
り
う
る
こ
と
が
わ
か
つ
て
来
た
。
筆
者
の
推
考
で

は
、
『
往
生
要
集
』
が
宋

の
天
台
山

へ
送
ら
れ
た
。
こ
れ
を
手
に

し

た

知
礼
を
初
め
と
す
る
中
国
天
台
家
は
、
源
信
の
博
識
に
敬
意
を
払

い
つ

つ
も
、
『
天
台
観
経
疏
』
が
全
く
引
用
さ
れ
ず
、
無
視
さ
れ
た
こ
と

に

対
し
て
強
い
反
発
を
感
じ
た
に
違

い
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、

中
国
天
台

浄
土
教
は
、
『
天
台
観
経
疏
』

一
辺
倒
で
、
約
心
観
仏
が
中
心
で
あ

る

か
ら
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
に
、
成
尋
が
五
毫
山
に
詣
で

た
時

(熈
寧
五

年
一
〇
七
二
)
に
は
、
『往
生
要
集
』

は
ど
こ
に
も
流
布
し
て
い
な
か
つ

(
15
)

た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

「
往
生
要
集
』
批
判

の
声
が
日
本

へ
伝
わ

っ
て
来

た
の
で
、
源
信
に
も
観
心
念
仏

の
思
想
は
あ

つ
た

ん

だ

と
、

『
往
生
要
集
』
や

『
阿
弥
陀
経
略
記
』

の
思
想
を
取
り
入
れ
、
源
信
に

仮
託
し
て
ま
と
め
た
の
が
、
『
観
心
略
要
集
』
撰
者
の
意
図
し
た

も

の

で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

1

偽
撰
の
決
定
的
根
拠
は
、
往
生
要
集
に

二

世
勤
修
是
須
輿
間
。
何

不
下
棄

二衆
事

一求
巾
浄
土
上
哉
」

(大

正
八
四

・
四
六

a
)

の
文

を
、
観

心
略

ノ

ノ

ノ

ナ

リ

ソ

テ

で

ヲ

ン
ト

メ

要
集

で

は
、
「
先
徳
云
。

一
世
勤
修
是
須
輿
間
。

何
捨

一一衆
事

一
不
レ
求

二
浄

ヲ土
伽
云
云
」
(
恵
全

一
・
三
三
五
)

と
引
用
。

往
生
要
集

に

「
常
爲

二
心

師

一

不
レ
師
ご
於
心
ご

(
大
正
八
四

・
六
五

a
)

の
文
を
、

観
心
略
要
集

で
は
、

ニ

テ

レ

ヲ

「
釈
云
。

常
為
二
心
師
一
不
レ為
二
心

師
叩
云
云
」

(
恵
全

一
・
三
三
六
)
と
引
用

し
て

い
る
所

で
あ

る
。

2

観
心
略
要
集

(恵
全

一
・
二
八
六
-
二

八
七
)

3

妙

行
心
要
集

下
之
末

(恵
全

二

・
四
三
七
-
四

三
八
)

4

妙
行
心
要
集
、

正
教
蔵
写
本
奥

5

明
賢

『
誓
願
講
式
』

(
日
本
仏
教
史
学
第
十

五
号

六

一
)

6

観

心
略
要
集

(
恵
全

一
・
二
七

三
)

7

准
南

子

(
漢
文
大
系

五
十

四

・
一
九

三
)

8

妙
行

心
要
集

(
恵
全

二

・
二
四
七
)

9

観
音

一
印
私
記
池
上

(
曼
殊

院
蔵
写
本
)

過

「延

久
元
年
銘
十

一
面
観
音
像
」
胎
内
銘

(
平
安
遺
文

一
二
三
・
二

一
四
)

11

観

心
略
要
集

(
恵
全

一
・
三
三
六
)

12

宝
物
集

(
仏
全
九
三
)

13

観

心
略
要
集

(
恵
全

一
・
二
七
三
)

14

観

心
略
要
集

(
恵
全

一
・
三
三
六
)

15

参

天
台
五
台
山
記
第

四

(仏
全
七

二

・
二
六

一
b
-
c

)

補
記

最
近
、

速
水

侑
氏

は
、

日
本
歴
史

㈱
号
に
、

『
往
生
要
集

』

の

行

方

と
題
す

る
小
論

の
中

で
、
源
信
宛

の
周
文
徳

の
書
状

の
中

の
、
天
台
山

で
五
百
余
人
の
男
女
が
往
生
要
集

に
結
縁
し
た
と
か
云
云

の
讃
辞

は
、

空
疏
な

も

の
で
あ
る
旨

を
述
べ
ら
れ
た
。

知
礼

の
態
度

か
ら
み

て
当
然

と

い
え
よ
う
。

<

キ
ー
ワ
ー
ド
>

観
心
略
要
集
、

観
心
念
仏
、

源
信
仮
託

(叡
山
学
院
教
授
)
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